
  

中国のウェルネス・ツーリズムのトレンドが日本のホスピタリティの成功の鍵である理由  

  

近年、ウェルネスとホスピタリティの融合は、世界的な観光トレンドとして極めて重要と

なっています。特に COVID-19 の大流行により、中国のエリート層におけるウェルネス・

ツーリズムの急増が顕著となり、これはホスピタリティ・スペースを向上させるための

貴重な機会を提供しています。  

パンデミックの余波を受けて、中国のウェルネス・ツーリズムのトレンドは旅行の嗜好

に大きな影響を与えました。2022 年の規制緩和と 2023 年の国境開放により、中国国

民はウェルネス・リトリートやヘルス・スパ・バケーションを積極的に求めるようになりま

した。このシフトは、伝統的な都市観光からホリスティックな旅行体験への移行を示し

ており、アジアや一部の欧米諸国の旅行先で人気が高まっています。これは、国内の

医療行為や医療機関に対する一般的な不信感を反映しています。  



  

注目すべき例として、伝統的な中国医学の医師が設立したウェルネス・リゾートや、ア

ジアの伝統的な薬草療法をパーソナライズされたセラピー・プログラムに組み込んだリ

ゾートが挙げられます。都心部でも、例えばシンガポールでは、ウェルネスの波が押し

寄せ、喧騒の中で総合的なウェルネスセンターを提供する施設がその代表例となって

います。  

同時に、COVID-19 の大流行により、健康とウェルネスへの世界的な関心が急上昇し

ています。世界中の消費者がウェルビーイングを優先する傾向があり、これがウェル

ネス・ツーリズムのブームにつながっています。ウェルネス観光地は、野外レクリエー

ション、瞑想、ヨガ、スパ・トリートメントなどのアクティビティや、幹細胞置換術のような

より実験的な方法を通じて、リラクゼーション、若返り、自己成長を求める人々に聖域

を提供しています。  



  

中国人観光客が日本に与える影響は非常に大きく、2023 年に渡航勧告が撤回される

と、急増するでしょう。デベロッパーは、ホスピタリティ・スペースに伝統的な慣習、テク

ノロジー主導のソリューション、戦略的コラボレーションを取り入れることで、このような

中国人ウェルネス観光客の流入を呼び込む可能性を認識する必要があります。  

日本は温泉、指圧マッサージ、鍼治療などの伝統的な癒しの習慣で有名であり、これ

は成長するウェルネス・ツーリズム市場において自然な存在となっています。日本の

文化遺産と自然資産は、ウェルネスに敏感な中国人旅行者の嗜好に応えるホスピタ

リティ空間を創造するまたとない機会となります。  

ウェルネスとホスピタリティの融合は、ツーリズムの展望を再構築する強力なトレンド

であり、中国のウェルネス・ツーリズムはこの進化の重要な原動力となっています。日

本のデベロッパーは、豊かな文化遺産と現代的なウェルネスを融合させることで、ホス

ピタリティ・スペースを充実させる絶好の機会に立っています。このアプローチは、ホリ

スティックな旅行体験に対する需要の高まりに応えるだけでなく、世界のウェルネ 

ス市場における中国人観光客の影響力の高まりを利用するものでもあります。  


